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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
世
論
と
安
倍
総
理
の
発
言
と
の
か
い
離
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

格
差
に
つ
い
て
は
、
固
定
化
さ
れ
ず
、
人
々
の
許
容
の
範
囲
を
超
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
御
指
摘
の
答

弁
に
つ
い
て
は
、
ジ
ニ
係
数
の
動
向
を
み
る
と
、
当
初
の
所
得
に
比
較
し
て
、
税
や
社
会
保
障
に
よ
る
再
分
配
後
の
所
得
の
格

差
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
（
平
成
二
十
七
年
六
月
調
査
）
」

（
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
二
日
内
閣
府
公
表
。
以
下
「
平
成
二
十
七
年
六
月
調
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
生
活
の
程
度

が
世
間
一
般
か
ら
み
て
「
中
の
中
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が
平
成
十
三
年
以
降
、
余
り
変
わ
り
は
な
い
こ
と
等
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
基
づ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
相
対
的
貧
困
率
は
、
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
は
お
お
む
ね
緩
や
か
に
上
昇

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
経
済
再
生
に
取
り
組
む
中
で
、
格
差
が
固
定
化
し
な
い
よ
う
、
特
に
雇
用
環
境
の
改
善
や
、
社
会
保

障
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
取
組
の
下
、
企
業
収
益
は
過
去
最
高
水
準
と
な
り
、
就
業
者
数
は
増
加
し
、
こ
の
と
こ
ろ
実
質
賃
金
が
上

昇
す
る
な
ど
雇
用
・
所
得
環
境
は
改
善
し
、
我
が
国
経
済
は
経
済
再
生
・
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
前
進
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
平
成
二
十
七
年
六
月
調
査
で
は
、
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
後
、
全
体
と
し
て
、
現
在
の
生
活
の
程
度
を
「
満
足
」
と
す

る
者
の
割
合
が
、
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
閣
と
し
て
は
国
民
一
人
一
人
に
景
気
回
復

一



を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

二


